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7  参考資料 操作マニュアル 
7.1  システムの利用環境 

モデルを実行するにあたり必要なソフト・作業環境は以下の通りである。 
 

ArcView9.0、ＶＢランタイム 
(ArcView9.0 をインストールするために、以下動作環境が必要) 
基本ソフトウェア 
Windows 2000 Professional、Windows NT 4.0、 Windows XP Home Edition、 
Windows XP Professional Edition、Windows 2000 Advanced Server、Windows Server 2003 
サービスパック／パッチ 
Windows 2000：SP1、SP2、SP3、SP4（オプション） 
Windows NT 4.0：SP 6a 
Windows XP：SP1、SP2（制限付きサポート*） 
プロセッサ Intel Pentium または Intel Xeon プロセッサ（32 bit） 
CPU の速度 800 MHz（必須） 1.0 GHz（推奨） 
メモリ/RAM 256 MB （必須） 512 MB 以上（推奨） 
ディスク容量 605MB NTFS 695MB FAT32 
 
7.2  システムのインストール 

報告書に添付されている CD-R をパソコンにセットし、エクスプローラ等で CD-R ドラ

イブの内容が表示される。CD-R には複数のフォルダーがある。インストールの際には「イ

ンターフェイス」のフォルダーを一式、パソコンの C ドライブ（推奨）にコピーする。フ

ォルダー名は自由に変更することができる。 
 
7.3  システムの操作方法 
7.3.1  計算準備およびシステム起動 

水循環―物質循環―東京湾内の一連の計算は、ケースごとのフォルダを作成して計算を

行う。まず、¥¥Home¥org¥以下のファイルをすべてコピーし、¥¥Home¥ケース 0¥のように

計算フォルダを作成し、¥¥Home¥CaseDir.txtに以下に示すように、計算フォルダを記す。 
 

 
 

 
 
 
 

図- 7.3.1.1  CaseDir.txt の内容 
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以後のパラメータの設定、施策の設定、計算等はすべて¥¥Home¥ケース 0¥内で行う。 
ここで、¥¥Home¥東京湾.mdx をダブルクリックし、システムを起動させる。 

GIS システムが起動したら、メニューバー（画面の右上）に①パラメータの入力、②施

策の選定、③モデルの実行、④結果の可視化が表示されていることを確認する。 
 

 
図- 7.3.1.2  システム起動後の画面 

 
以下、下記のフローチャートの手順で計算を行う。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

東京湾流入流域(陸域モデル)のパラメータ・施策設定 

東京湾流入流域(陸域モデル)の計算実行 

東京湾流入流域(陸域モデル)の結果の可視化 

東京湾モデルのパラメータ設定 

東京湾モデルの結果の可視化 

東京湾モデルの計算実行 
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7.3.2  東京湾流入流域(陸域モデル)の計算 
(1) パラメータの入力 
「パラメータの入力」では、「水循環モデル」、「物質循環モデル」のデータまたはパラメ

ータの確認・変更を行う。 
 

 
図- 7.3.2.1  パラメータの入力のプルダウンメニュー 

 
1) 水循環モデル 
「パラメータの入力」から「水循環モデル」を選択すると「メインスイッチボード（水

循環）」が表示される。 
データの修正・パラメータの変更の方法は各データとも、修正・変更する箇所にカーソ

ルを合わせ直接入力し、「OK」をクリックする。なお、雨量データ、平均気温データ、最

低気温データ、湿度データ、風速データについては一括変換も可能とした。 
 

 
図- 7.3.2.2  メインスイッチボード（水循環）の画面 
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A）準備データ 

 
図- 7.3.2.3 準備データ（Tran.dat ）の画面 

 

B）モデル定数データ1 

 

図- 7.3.2.4 モデル定数データ 1（Tntank.dat ）の画面 
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C）モデル定数データ2 

 

 

図- 7.3.2.5 モデル定数データ 2（Tntank.dat ）の画面 
 
D）雨量データ 

 

図- 7.3.2.6 Precip.dat の画面 
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E）平均気温データ 

 
図- 7.3.2.7 Tmmean.dat の画面 

 
F）最低気温データ 

 

図- 7.3.2.8 Tmmini.dat の画面 
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G）湿度データ 

 
図- 7.3.2.9 Humity.dat の画面 

 
H）日照時間データ 

 

図- 7.3.2.10 Suntim.dat の画面 
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I）風速データ 

 
図- 7.3.2.11 Windsp.dat の画面 

 
2) 物質循環モデル 
「パラメータの入力」から「物質循環モデル」を選択すると「メインスイッチボード（物

質循環）」が表示される。 

データの修正・パラメータの変更の方法は各データとも、修正・変更する箇所にカーソ

ルを合わせ直接入力し、「OK」をクリックする。 
 

 
図- 7.3.2.12  メインスイッチボード（物質循環）の画面 
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A）モデルパラメータ1 

 
図- 7.3.2.13 モデルパラメータ 1（Paramet.dat ）の画面 

 

B）モデルパラメータ2 

 
図- 7.3.2.14 モデルパラメータ 2（Paramet.dat ）の画面 
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(2) 施策の選定 
「施策の選定」ではモデル実行に際して、どのような施策を選定し組み合わせるかを設

定する。 
 

【施策設定方法】 

(A) \\Home\ケース0\BASEDATA\の中身を書き換える。(施策の設定) 

(B) インターフェイスから計算ファイル作成プログラムの立ち上げ 

(C) データの読み込み・計算期間の設定・メッシュデータの直接読み込み 

(D) データファイルの作成 
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(A) 施策の設定 

BASEDATAの中身はすべてＣＳＶファイルとなっており、これらを施策にあわせて書き換

えた後、計算ファイル作成プログラムを実行する。 

各CSVファイルの設定項目は以下の通りである。なお、各種設定変更を補助するエクセ

ルファイルを\\Home\BASEDATA変更\に保存している。 

ファイル 設定項目 変更方法 

メッシュ基本

データ.csv 

・ 工業製品年出荷額(百

万円) 

・ 牛豚頭数 

・ メッシュ人口 

・ メッシュごと土地利

用比率の設定 

エ ク セ ル で 設 定 し 、 CSV フ ァ イ ル を

\\Home\ケース0\BASEDATA\に保存。 

メッシュ基本データ.csvは、後述する(C)メ

ッシュデータの直接読み込みでも変更可

能。 

土地利用面積比率を変更する場合は、シー

ト「土地利用条件設定」で設定をする。 

下水処理場デ

ータ.csv 

・ 下水高度処理の設定 

 

エ ク セ ル で 設 定 し 、 CSV フ ァ イ ル を

\\Home\ケース0\BASEDATA\に保存。 

県 基 本 デ ー

タ.csv 

・ 県別処理形態別汚水

処理人口比率の設定 

・ 高度処理合併浄化槽

の設定 

エ ク セ ル で 設 定 し 、 CSV フ ァ イ ル を

\\Home\ケース0\BASEDATA\に保存。(※高度

処理合併浄化槽の割合は、未処理人口の比

率に割り当てている。よって、高度処理を

行う時は、同時に負荷原単位.csvを負荷原

単位(高度処理合併浄化槽).csvに置き換え

る必要あり。) 

市町村基本デ

ータ.csv 

・ 下水道普及率の設定 

・ 節水率の設定 

・ 下水再利用率の設定 

エ ク セ ル で 設 定 し 、 CSV フ ァ イ ル を

\\Home\ケース0\BASEDATA\に保存。 

 

負 荷 原 単

位.csv 

・ 生活・工場・家畜負荷

原単位の設定 

台所対策を設定する場合、負荷原単位.csv

を負荷原単位(台所対策).csvに置き換え

る。 

灌漑パターン

データ.csv 

・ 田畑減水深のパター

ンの設定 

特に変更の必要はなし。 

合流式.csv 

 

・合流改善の際の基準雨

量および未処理放流水質

の設定 

合流改善施策を設定する場合、合流式.csv

を合流式08mm.csvもしくは合流式25mm.csv

に置き換える。 

メッシュデータ(210×270)で変更を行うもの(人口の変更等)に関しては次頁で説明。 
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検討を行った各個別施策の設定方法は以下の通りである。 

・BASEDATA を変更するもの→青字 
・Arcview 上で設定するもの→黒字 
 
（ア） 各戸雨水貯留・浸透 

小項目 概要 反映方法 設定条件 設定方法 
各戸雨

水貯留 
・浸透 

各 家 庭

で 設 置

す る 雨

水 貯 留

浸 透 施

設 を 設

定する。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更方法】 
市街地メッシュを対象に、設

置面積分の表層タンクの最終

浸透能が荒れ地の最終浸透能

になるものと考える。市街地メ

ッシュのうち建物用地面積に

対する雨水貯留浸透施設設置

割合を設定する。貯留も考慮す

る必要があるので発生高さも

全て荒れ地の値を用いる。 

デフォルトでは、 
導入割合を 100％、 
建ぺい率を 50％、 
として、0.5 とす

る。 

「パラメータ

の入力」→「水

循環モデル」→

「モデル定数

データ２」→

「表層モデル

のパラメータ」

で設定 

 

 
 
デフォルトでは、 

・ 市街地の最終浸透能 0.00001 →0.0000288 
・ 市街地の表面発生高さ 0.005  →0.00735 

とする。 
 
計算式  
最終浸透能 ＝ 
 (0.00005-0.00001)×「導入割合」/100×「建ぺい率」/100×0.94(建物用地面積比率)＋0.00001 
表面発生高さ ＝ 
 (0.010-0.005)×「導入割合」/100×「建ぺい率」/100×0.94(建物用地面積比率)＋0.005 
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（イ） 透水性・保水性舗装 

 

小 項

目 
概要 反映方法 設定条件 設定方法 

透 水

性 舗

装 

道路や歩

道、駐車

場に整備

する透水

性舗装を

設 定 す

る。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更方法】 
市街地メッシュを対象に、設置

面積分の表層タンクの最終浸

透能が荒れ地の最終浸透能に

なるものと考える。市街地メッ

シュのうち幹線道路面積に対

する雨水貯留浸透施設設置割

合を設定する。 

デフォルト

では、 
導入割合を

100 ％ と す

る。 
 

「パラメータの

入力」→「水循

環モデル」→「モ

デル定数データ

２」→「表層モ

デルのパラメー

タ」で設定 

 

 

 
デフォルトでは、 

・ 市街地の最終浸透能 0.00001 →0.0000124 
・ 市街地の表面発生高さ 0.005 →0.0053 

とする。 
 
計算式 
最終浸透能 ＝ 
 (0.00005-0.00001)×「導入割合」/100×0.06(幹線道路面積比率)＋0.00001 
表面発生高さ ＝ 
 (0.010-0.005)×「導入割合」/100×0.06(幹線道路面積比率)＋0.005 
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（ウ） 調整池 

 

小 項

目 
概要 反映方法 設定条件 設定方法 

調 整

池 
流域に雨

水の流出

を一時貯

留させる

調整池を

設 定 す

る。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更方法】 
市街地メッシュを対象に、表層

タンクの表面流・早い中間流の

発生高さを調整池のボリュー

ム相当分に応じて高くする。1 
ha あたりの調整池ボリューム

を入力する。 

東京都の流域対

策では大半の河

川で 600m3/ha と

なっているので、

この数値をデフ

ォルトとする。

（発生高さに換

算すると 6mm 高

くすることにな

る） 

「パラメータの

入力」→「水循

環モデル」→「モ

デルパラメータ

２」→「表層モ

デルのパラメー

タ」で設定 

 

 

 
デフォルトでは、 

・ 市街地の表面発生高さ 0.005 →0.011 
・ 市街地の中間流発生高さ 0.002 →0.008 

とする。 
 
計算式 
表面発生高さ ＝ 
 0.005＋「1ha あたり調整池ボリューム(600m3)」/100/100×「1 メッシュあたりの調

整池整備可能面積率（＝0.1 と仮定）」 
中間流発生高さ ＝ 
 0.002＋「1ha あたり調整池ボリューム(600m3)」/100/100×「1 メッシュあたりの調

整池整備可能面積率（＝0.1 と仮定）」 
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（エ）環境保全型農業  

 

小 項

目 
概要 反映方法 設定条件 設定方法 

環 境

保 全

型 農

業 

水田、畑

への施肥

量の削減

を設定す

る。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更方法】 
水田・畑のメッシュを対象に、

表層タンク、不飽和タンクの極

限堆積負荷量を一定率減じる。

デフォルト

は 100％とす

る。 

「パラメータの

入力」→「物質

循環モデル」→

「モデルパラメ

ータ２」で設定 

 

 
 
デフォルトでは、 

・ 水田・畑の表層タンク極限堆積量    →0 
・ 水田・畑の不飽和タンク極限溶脱量 →0 

とする。 
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（オ） 家畜し尿の農地還元 

 

小項目 概要 反映方法 設定条件 設定方法 
家畜し

尿の農

地還元 

発生する家

畜し尿のう

ち、現在農

地還元され

ていないも

のを農地還

元させる。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更方法】

家畜に関する流出負荷量原

単位を一定率減じる。一定減

少比率を入力する。 

デフォルトは

100 ％ 減 と す

る。 
 
 

BASEDATA¥負荷

原単位 .csv の中

の 畜 産 系 負 荷

(牛・豚)の原単位

を０とする。 

 

 

デフォルトではす

べて０とする。 
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（カ） 下水処理場の高度処理化 

 

小 項

目 
概要 反映方法 設定条件 設定方法 

下 水

処 理

場 の

高 度

処 理

化 

下水処理

場の高度

処理によ

る下水処

理場から

の放流水

質濃度を

設 定 す

る。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更方法】

下水処理場の汚濁負荷処理原

単位を変更する。変更比率を

入力する。 
ただし、変更が有効となるの

は設定水質を越える処理場の

みで、削減の下限値は設定水

質とする。 

東京湾流総 (Ｈ９ )
における整備目標

より、高度処理水

の 排 水 水 質 は 、

（デフォルト値と

して） 
COD8.0(mg/l) 
TN8.0(mg/l) 
TP0.4(mg/l)   
BOD8.0(mg/l) と

する。 

下水処理場デー

タ.xls において、

すべての流域に

1、水質にデフォ

ルト値 (左記 )を
代入し、下水処

理場データのシ

ートを CSV 保

存。 

 

 
 

デフォルトではす

べて１ 

デフォルトでは 

COD8.0(mg/l) 
TN8.0(mg/l) 
TP0.4(mg/l)   

BOD8.0(mg/l) 
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（キ） 下水道整備 

 

小 項

目 
概要 反映方法 設定条件 設定方法 

下 水

道 整

備 

下水道整

備予定区

域に下水

道を整備

する。 

【設定変更の単位】 
市町村単位で設定 
【反映方法・設定変更方法】

下水道普及率を設定 

デフォルト

値は 100% 
市町村基本データ.xls の
「下水道普及率の設定」

で、「整備進捗率の設

定」を選び、S 列「下水

道整備進捗率(%)」のす

べての市町村の欄に

100 を入力する。 
市町村基本データのシ

ートを CSV で保存。 
 
 

 

「整備進捗率の設定」

を選択 

デフォルトではすべて

の市町村で 100％と設定
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（ク） 下水処理水の再利用 

 

小項目 概要 反映方法 設定条件 設定方法 
下 水 処

理 水 の

再利用 

下水処理

水を生活

用水とし

て再利用

すること

により生

活用水取

水量と下

水排水量

を削減す

る。 
 

【設定変更の単位】 
市町村単位で設定 
【反映方法・設定変更方

法】 
生活用水の使用量原単位

を一定率減じる(排水負荷

量はこれに応じて自動的

に減少する)。現況の下水排

水量のうちリサイクル率

分、生活用水使用量原単位

を減少させる。 
再利用率を設定する。 

東京都の下

水処理水リ

サイクル率

が概ね 10％
弱で推移し

ている。 
デフォルト

は 10％とす

る。 

市 町 村 基 本 デ ー

タ.xls、の「下水処

理水再利用率の設

定」で、「再利用率

の設定」を選び、V
列「下水処理水の

再利用(%)」のすべ

ての市町村の欄に

１０を入力する。 
市町村基本データ

のシートを CSV で

保存。 
 

 
 

「再利用率の設定」

を選択 

デフォルトではす

べて１０％で設定 
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（ケ） 合流改善 

 

小 項

目 
概要 反映方法 設定条件 設定方法 

合 流

改善 
合流改善

を行い、

雨天時越

流を抑制

する。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更方法】 
雨天時越流が発生する基準雨

量値を設定 

デフォルト

は基準雨量

を２５mm と

する。 

BASEDATA¥合流

式 .csv を合流式

25mm.csv のもの

と置き換える。 
 

 
 

（コ）合流式下水道から分流式下水道への転換 

 

a） 対象ファイル 
…..¥Case0¥Basedata¥合流式.csv 

 
b） 転換方法 
合流式.csv をエクセルあるいはテキストエディタで開き、「合流分流」の欄の数値が「1」

になっている処理場を全て「0」にする。 
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（サ） 高度処理合併浄化槽 

 

小項

目 
概要 反映方法 設定条件 設定方法 

高度

処理

合併

処理

槽に

整備 

下水道未

整備地域

に高度処

理合併浄

化槽を導

入する。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更

方法】 
高度処理合併処理槽

の汚濁負荷処理原単

位を変更する。下水道

処理以外人口に対し

て、下水整備予定人口

を除いた人口で設定。 
 

デフォルト値

は

BOD,COD,TN
は 2.5g/人日、

TP は 0.25g/人
日 

県基本データ.xls の「処理形態別

人口割合(下水処理人口除く)の設

定」で、「高度処理合併浄化槽の導

入」を選び、導入割合に 100 を入

力する。県基本データのシートを

CSV で保存。 
 
BASEDATA¥負荷原単位データ.csv
を負荷原単位(高度処理合併浄化

槽).csv のものと置き換える。 
(「未処理」の項目を高度処理合併

浄化槽に置き換えてある)  
 

 
 

「高度処理合併浄

化槽の導入」を選択

デ フ ォ ル ト で は

100%とする。 
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（シ） 環境保全型社会 

 

小項目 概要 反映方法 設定条件 設定方法 
生活排水対策 
(環境保全型社

会) 

台所から

の負荷量

を削減す

る。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更方法】 
単独、し尿、自家、未処理につ

いて雑排水の除去率を変更す

る。 

デフォルト

値 と し て

BOD,CODは

28％、TN は

30％、TP は

20％の削減 

BASEDATA¥負荷

原 単 位 デ ー

タ .csv を負荷原

単 位 ( 台 所 対

策).csv のものと

置き換える。 
 

節水型社会 
(環境保全型社

会) 

一人当た

りの水使

用量が減

少する。 

【設定変更の単位】 
全流域一律＋流域毎 
【反映方法・設定変更方法】 
一人当たり水使用量原単位の

変更 

デフォルト

値は 36%の

削減 

市町村基本デー

タ.xls を変更、市

町 村 基 本 デ ー

タ.csv 保存。 
 

 

 

 

「節水率の設定」を

選択 

デフォルトではすべて

の市町村で 36%で設定 
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（ス）下水の湾内直接流出のオールカット 

 
a) 対象ファイル 
…..¥Case0¥Psimulation¥data¥湾直接.csv 
 
b) カット方法 
湾直接.csv をエクセルあるいはテキストエディタで開き、「湾直接放流」の欄の数値が

「1」になっている処理場を全て「-1」にする。 
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(B) 計算ファイル作成プログラムの立ち上げ 

インターフェイスの「施策の選定」メニューより「施策の選定」を選択し、物質流動デ

ータ作成プログラムを立ち上げる。 

 

 

図- 7.3.2.15 施策設定のプルダウンメニュー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

図- 7.3.2.16 施策設定画面 
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(C) データの読み込み・計算期間の設定・メッシュデータの直接読み込み 

・ BASEDATAの中のCSVファイルを変更後、「基本データ読み込み」ボタンを押す。 

・ 2001年の計算を行う場合、計算期間は2000～2001年とする。 

・ 210×270のメッシュデータを直接取り込む場合、データ変更オプションより該当ファ

イルを選択する。２１００年人口と、２０３０年人口は¥¥Home¥BASEDATA変更¥に保

存されている。210(東西)×270(南北)メッシュの南西端の３次メッシュは、「52383300」。 

 

(D) データファイルの作成 

・ 「データファイルの作成」ボタンを押す。 

・ メッシュデータを取り込む場合は、「データファイルを作成するとともに、・・・反

映する」のチェックボックスにチェックを入れる。 
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(3) モデルの実行 
「モデルの実行」では「水循環モデル」、「物質循環モデル」、「東京湾モデル」の 3 つの

メニューが表示されるので、実際にシミュレーションを行うモデルを選択する。また河川

の選択メニューより、実際にシミュレーションを行う河川を選択する。この際、「東京湾モ

デル」まで計算を行う場合は全河川を選択する。 

 

 
図- 7.3.2.17  モデル実行のプルダウンメニュー 
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1)  水循環モデル 
「水循環モデル」をクリックすると図-7.3.2.18の通知画面が表示される。 

「OK」をクリックすると、それまでの設定によるシミュレーションが始まる。 

 

 

図- 7.3.2.18 水循環モデル／実行の通知画面 
 
2)  物質循環モデル 
「物質循環モデル」をクリックすると図-7.3.2.19 の通知画面が表示される。「OK」をク

リックすると、それまでの設定によるシミュレーションが始まる。 
 
物質循環モデルの実行は、水循環モデルの計算がすべて終了した後に行う。 
 

 

図- 7.3.2.19 物質循環モデル／実行の通知画面 
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(4) 結果の可視化 
結果の可視化では、実際にシミュレーションを行ったモデルの結果が表示される。 

 

1) 地点流量時系列の表示(水循環モデル計算結果) 
 

 
図- 7.3.2.20  結果の可視化‐水循環モデルのプルダウンメニュー 

 
「結果の可視化」から「水循環モデル」をクリックすると、「結果表示地点選択」画面が

表示される。地点を選択して、流量の図化を行う。 
 

 

図- 7.3.2.21  結果の可視化 計算結果の選択画面 
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図- 7.3.2.22 地点流量時系列の結果表示 
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2) 地点別負荷水質時系列図の表示(物質循環モデル計算結果) 
 

 

図- 7.3.2.23 結果の可視化‐物質循環モデルのプルダウンメニュー 
 
 

  

 

 

 
 

 

 

 
 
 

「結果の可視化」から「物質循環モデル」をクリックすると、「結果表示地点選択」画面

が表示される。表示地点を選択し、「選択地点の結果表示」をクリックして水質の図化を行

う。 

 

図- 7.3.2.24 物質循環モデルの結果画像 
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3) 年平均濃度平面図の表示 
 

 

図- 7.3.2.25 結果の可視化‐物質循環モデルのプルダウンメニュー 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「結果表示地点選択」画面において、「年平均濃度平面表示」をクリックすると、ArcGIS

表示用の Shape ファイルの作成が開始される。 
※ここで作成された Shape ファイルは、ケース 0 ではなく、…¥home¥System¥shape 以下に

上書きされるため、画像を保存する場合は dbf ファイル(陸域年平均濃度_BOD.dbf 等)を…¥ケ
ース 0¥Flame 以下に保存しておく。 
 

「陸域年平均濃度」を選択し、適当な凡例を与えることにより流域全体の水質の平均値

の平面図が表示される。（次頁の図- 7.3.2.26） 
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図- 7.3.2.26  年平均水質平面図 
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(5) その他の設定や表示について 
1) 過去再現計算 
・ 連続計算は行わず、単独年(助走計算を合わせて２年分)の計算とする 
・ 計算可能年は 1950 年、1970 年～2000 年である。 
 
① 計算フォルダの作成 

¥ケース 1976 等 
 

② 気象データの変更 
¥ ケ ー ス 1976¥Hsimulation¥data  に あ る 「 humity.dat 」、「 Precip.dat 」、

「suntim.dat」、「Tmmean.dat」、「Tmmini.dat」、「windsp.dat」を計算対象年のデータ

(¥BASEDATA 変更¥過去再現用¥気象データ)に置き換える。 
 

③ tntank の書き換え１ (計算年の変更) 
¥ケース 1976¥Hsimulation¥cntl にある「tntank00～25.dat」の１行目を書き換える。 

 

 例) 1976 年を計算の場合 
 ※ただしプログラムの都合上、1950 年を計算の場合は 1950～1951 で設定する。 

 
④ tntank の書き換え２ (ダム設定の変更) 

¥ケース 1976¥Hsimulation¥cntl にある「tntank00、01、03.dat」の４８行目以降に

ダム設定の記述があり、５桁目が２であればそのダム地点では実測放流量で計算される。

過去再現を行う場合、５桁目を１として、ダム操作はないものと仮定する。 
ただし、1976 年のみ実測データがありこの場合、¥BASEDATA 変更¥過去再現用¥1976

用にある tntank**.dat を¥ケース 1976¥Hsimulation¥cntl に、daminf**.dat を¥ケース

1976¥Hsimulation¥に上書きする。 ※daminf**.dat:ダム実測放流量データ 
 

⑤ 土地利用の変更 
土地利用を昭和５１年のメッシュデータに置き換える場合、¥BASEDATA 変更¥過去再

現用¥メッシュ基本データ(過去再現用).xls で条件を設定し、CSV ファイルを作成する。 
 

⑥ 負荷原単位の変更 
以下を参考に「負荷原単位.csv」の変更を行う。 
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・ 生活負荷原単位の変更 
  BOD COD TN TP 

（単独） 22.7 22.5 10.1 0.94 

（合併） 2.9 5.4 6.05 0.91 

（し尿） 21.8 19 6.95 1.03 

（自家処理） 20 17 2 0.4 

流総指針

(H11) 

（未処理） 29 27 11 1.3 

（単独） 17.45 19.075 10.1 0.742 

（合併） 2.2 4.4 6.05 0.679 

（し尿） 16.8 16.8 6.95 0.799 

（自家処理） 15.5 15.5 2 0.4 

流総指針

(S49) 

（未処理） 22 22 11 0.97 

・ 工業系負荷原単位の変更 
 BOD COD TN TP 
2001 年想定 1.65 3.7 2.0 0.12
1976 年想定 2.96 6.57 35.05 0.95 
1970 年想定 19.87 104.58 58.42 2.64 
1950 年想定 25.54 134.40 75.07 3.40 
 

工業系負荷原単位は¥BASEDATA 変更¥過去再現用¥工業負荷原単位(過去再現用).xls
で計算年と排水水質を設定することで算出される。 
 

工業系負荷原単位を変更する場合は同時に、「県基本データ」(工業取水量原単位)、「メ

ッシュ基本データ」(出荷額)を書き換える必要がある。 
¥BASEDATA 変更¥過去再現用¥メッシュ基本データ(過去再現用).xls で西暦年を選択

し、CSV で保存する。 
¥BASEDATA 変更¥過去再現用¥県基本データ(過去再現用).xls で西暦年を選択し、CSV

で保存する。 
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⑦ to-baymodel.cnt の変更 
¥ケース 1976¥Psimulation¥cntl にある「To-Baymodel.cnt」の 1、２行目の西暦を変

更する。1976 年を計算する場合は、下図において２箇所ずつ 2000→1975、2002→1977
に変更する。 

 

 
 
 

以上の設定が終了後、インターフェイスで「施策の設定」の処理を行う。このとき計算

年が例えば 1976 年の場合は、「計算期間」の入力は 1975～1976 とする。ただし、1950
年の計算を行う場合のみ、1950～1951 を入力する。 
 
2) 負荷集計計算 

① 流域別流達負荷量の作成方法 
a. すべての流域で水循環・物質循環の計算を行う。 
b. ￥ケース 0¥Psimulation¥bin￥AfterPsim_sys.bat を実行。 

c. ￥ケース 0¥Psimulation¥result￥に e_ave_day.dat が作成される。 

d. ￥ケース 0¥Psimulation¥result￥e_ave_day.dat をエクセルで読み込み、ツールバーの

「データ→区切り位置」でセルに分割 

e. ￥ケース 0¥流域別流達負荷量.xls のシート「e_ave_day」に上書きで貼り付ける。 

f. 流域別流達負荷量.xls のシート「最終表示」に結果が表示される。 

 
② 流域別発生負荷量の作成方法 

a. ①で AfterPsim_sys.bat を実行した際に、￥ケース 0¥Psimulation¥result ￥に

e_sum_day.dat が同時作成される。 

b. ￥ケース 0¥Psimulation¥result￥e_sum_day.dat をエクセルで読み込み、ツールバー

の「データ→区切り位置」でセルに分割 
c. ￥ケース 0¥流域別発生負荷量.xls のシート「e_sum_day」に上書きで貼り付ける。 

d. ￥ケース 0¥流域別負荷集計.exe を実行する。以下の画面が表示される。 
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・集計年「2001」。 

・BASEDATA フォルダは「￥ケース 0¥BASEDATA」を選択。 

・Pltot フォルダは「￥ケース 0¥Psimulation¥result」を選択。 
・任意の出力ファイル名(例:aaa)を設定し、集計開始ボタンを押す。 

・aaa.csv が同じフォルダに作成される 

e. aaa.csv を流域別発生負荷量.xls のシート「発生」に上書きで貼り付ける。 

f. 流域別発生負荷量.xls のシート「最終表示」に結果が表示される。 

チェック外す 
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3) 河口・水質測定地点上流域全体の表面,中間,基底の流出負荷、水質のグラフ作成方法 
a)  使用データファイル 
・流量データ  …..¥Case0¥Hsimulation¥result¥Flwtot**.dat 
・負荷量データ …..¥Case0¥Psimulation¥result¥Pltot**.dat 
計算を行っているフォルダ(フォルダ名は可変) 
※ **は流域番号を表す。 
・ Tran**.dat の番号と流域の対応は下記のとおり 

00 利根川・江戸川流域 01 荒川流域    02 綾瀬川・中川流域 

03 多摩川流域  04 隅田川流域    05 小櫃川流域 

06 養老川流域  07 小糸川流域    08 鶴見川流域 

09 村田川(千葉)  10 帷子川(神奈川)   11 都川(千葉) 

12 目黒川(東京)  13 帷子川南残流域 1   14 花見川(千葉) 
15 帷子川南残流域 2 16 養老～小櫃川残流域 1   17 養老川～小櫃川残流域 2 

18 矢那川(千葉)  19 海老川(千葉)    20 養老川～村田川残流域 

21 江戸川～中川残流域 22 目黒川～多摩川残流域   23 都川～村田川残流域 

24 海老川～花見川残流域 25 荒川～隅田川残流域 
 

b)  作成グラフフォーマットファイル 
・物質収支グラフフォーム(集計).xls 
 

c)  グラフ作成手順 
ｱ) 流量データの貼り付け 

・Flwtot**.dat をテキストエディタで開く。 

・流量測定地点および河口地点ごとに成分流出量のデータが 1 年分ずつ縦方向に格納さ

れているので、表示させたい地点の一年分のデータをテキストエディタ上でコピーす

る。 
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Flwtot03.dat(多摩川流域)をワードパットで開いた画面 
地点ごとの一年分の日データの先頭に計算順(Calc No.)およびメッシュ番号(Tank No.)が記載

されているので、これにより地点を判別する。(番号と地点の対応は後述。「Calc No.」をキー
ワードとしてエディタの検索機能を用いると、比較的簡単に図化したい地点の先頭にカーソル
を移動させることができます。) 
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・コピーしたデータをエクセル新規シートに貼り付ける。 
・データを貼り付けたエクセル新規シートの「A 列」を全て選択し、ファイルメニュー

の「データ→区切り位置」を選択する。 
 

 
 

・元データの形式が「スペースによって…」の方にチェックされていることを確認し、

「次へ」をクリックする。 

・区切り位置がデータの末尾になっていることを確認し、「完了」をクリックする。 
 

 
 

注意！！ 
左から 4 番目の区切り位置が赤

破線となっていることが多いの

で、ラインをドラッグして移動

させてください。 
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・区切り位置を直したデータを全て選択し、「物質収支グラフフォーム.xls」の「流量」シ

ートに貼り付ける。 
 

 「コピー」 

↓ 

 「貼り付け」 
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ｲ) 負荷量データの貼り付け 
・Pltot**.dat をテキストエディタで開く。 

・水質測定地点および河口地点ごとに成分流出負荷量のデータが 1 年分ずつ縦方向に格

納されているので、表示させたい地点の一年分のデータをテキストエディタ上でコピ

ーする。 

 
Pltot03.dat(多摩川流域)をワードパットで開いた画面 
地点ごとの一年分の日データの先頭に計算順(Calc No.)およびメッシュ番号(Tank No.)が記載

されているので、これにより地点を判別する。(番号と地点の対応は後述。「Calc No.」をキー
ワードとしてエディタの検索機能を用いると、比較的簡単に図化したい地点の先頭にカーソル
を移動させることができます。) 

 
注意！！ 
Pltot**.dat には、同じ地点で 3 種類のデータが縦方向に並んでいます。最初にタンクごと流

出成分集計データ、次に点源の生活系・工業系・畜産系集計データ、最後に面源の土地利用別
(畑・畑以外)集計データという並びです。 
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（以下の手順は流量データ貼り付けと同じようなものとなります。） 
・コピーしたデータをエクセル新規シートに貼り付ける。 

・データを貼り付けたエクセル新規シートの「A 列」を全て選択し、ファイルメニュー

の「データ→区切り位置」を選択する。 

・元データの形式が「スペースによって…」の方にチェックされていることを確認し、

「次へ」をクリックする。 
・区切り位置がデータの末尾になっていることを確認し、「完了」をクリックする。 

・区切り位置を直したデータを全て選択し、「物質収支グラフフォーム.xls」の「負荷量」

シートに貼り付ける。（次頁参照） 
 

以上の手順により、「GRAPH(3)」シートの負荷量グラフ、「GRAPH(2)」シートの水質グ

ラフおよびグラフ下の負荷量・濃度の平均値表数値が更新されます。各シートの「A1」の

セルに貼り付けたデータの地点名を入力してください。 
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 「コピー」 
↓ 

 「貼り付け」 
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ｳ) Tank 番号と地点の対応 
 

各河川の出力メッシュと地点の対応

メッシュNo 地点

00利根川・江戸川 6913 八斗島

8247 栗橋

8342 利根関宿

10758 野田

11491 流山

13389 河口

01荒川 10392 二瀬ダム

10588 浦山ダム

8478 寄居

8862 大芦橋

12036 笹目橋

13665 河口

02中川・綾瀬川 11487 八条

13600 河口

03多摩川 12195 調布橋

13640 石原

14435 河口

04千葉1 14754 河口

05隅田川 13943 河口

06千葉2養老川 14224 河口

07千葉3 14992 河口

08鶴見川 14336 亀の子橋

14554 河口

その他の残流域は河口地点のみ

 



 539 

ｴ) 河川メッシュの抽出方法 
(1) 対象ファイル 
…..¥Case0¥Hsimulation¥cntl¥Tran**.dat   (**は河川流域の番号) 
 

(2) 抽出方法 
・ Tran**.dat をテキストエディタで開く。 
・ 2 行目以降に河川流域ごとの計算メッシュ順の設定データが並んでいる。 

・ 2 行目以降： 最初の 5 カラム：計算順 

6 カラム目から 10 カラム目：メッシュ番号 

11 カラム目から 13 カラム目：メッシュのタンク構造を規定す

る番号 → これが「3」となっているものが河道メッシュ 
  

 

5桁のメッシュ番号 

図- 7.3.2.27 多摩川の例 



 540 

7.3.3  東京湾モデルの計算 
(1) パラメータの入力 

「パラメータの入力」から「東京湾モデル」を選択すると「メインスイッチボード（東

京湾）」が表示される。 

計算時間ステップや溶出速度についてはインターフェイス上で変更する。 
 

 

 

 
 

その他の項目については下記の手順で設定テキストファイルを変更を行う。 
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1) 水質モデルのパラメータの変更 
 

a)  対象ファイル 
…..¥Case0¥Tokyo_bay¥cntl¥ coeffcient.txt 

 

b)  変更方法 
 coeffcient.txt をテキストエディタで開き、変更したいパラメータの欄の数値を変更す

る。 
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2) 下水処理場水温相関式の書き換え方法 
a)  対象ファイル 

…..¥Case0¥Psimulation¥cntl¥To-Baymodel.cnt 
 

b)  書き換え方法 
To-Baymodel.cnt をエディタで開き、「水温-気温一次相関式」の a,b 欄の数値を変更する。 
 

 
                ①    ②   ③  ④  ⑤ 

①：流域・処理場名  ②：T-N に対する I-N の割合  ③：T-P に対する I-P の割合 

④：水温-気温一次相関式の定数 a  ⑤：水温-気温一次相関式の定数 b 

 

下水処理場水温相関式を書き換えた場合は、再度物質シミュレーション後のポストプロ

セッサである、￥ケース0\Psimulation\bin￥AfterPsim_sys.bat を実行する。 
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(2) モデルの実行 
「モデルの実行」で「東京湾モデル」を選択する。 

 

 
図- 7.3.3.1  モデルの実行のプルダウンメニュー 

 
「東京湾モデル」をクリックすると図-7.3.3.2 の通知画面が表示される。「OK」をクリ

ックすると、それまでの設定によるシミュレーションが始まる。 
 

 

図- 7.3.3.2  東京湾モデル／実行の通知画面 
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(3) 結果の可視化 
1) 東京湾特定地点の時系列グラフ作成 

 

図- 7.3.3.3 結果の可視化‐水循環モデルのプルダウンメニュー 

 

「結果の可視化」から「東京湾モデル」をクリックすると、「東京湾結果表示」画面が表

示される。ここで、「地点別グラフ表示」をクリックするとエクセルが起動し、特定地点に

おける水質の時系列グラフが作成される。 
 

 
図- 7.3.3.4 東京湾各特定地点の時系列グラフの結果画像 
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2) 東京湾モデル計算結果の平面表示 
 

 

図- 7.3.3.5 結果の可視化‐水循環モデルのプルダウンメニュー 

 

「東京湾結果表示」の画面で表示したい水質項目の面表示ボタンをクリックすることに

より、平面表示のための Shape ファイルが作成される。 
 

※ ここで作成された Shape ファイルは、ケース 0 ではなく、…¥home¥System¥shape 以下に上書

きされるため、画像を保存する場合は dbf ファイル(東京湾濃度_COD_01 月.dbf 等)を…¥ケー

ス 0¥Flame 以下に保存しておく。 
 

表示したい項目にチェックを入れると次頁の図-7.3.3.6 のように結果が表示される。 
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図- 7.3.3.6  東京湾水質計算結果平面表示 
 
 


